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WB 1:500-1:2000,IHC 1:100-1:300,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

48kDa

IKBKG

IKBKG; FIP3; NEMO; NF-kappa-B essential modulator; NEMO; FIP-3; IkB kinase-associated
protein 1; IKKAP1; Inhibitor of nuclear factor kappa-B kinase subunit gamma; I-kappa-B
kinase subunit gamma; IKK-gamma; IKKG; 1kB kinase subunit gamma; NF
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、κBキナーゼ阻害因子（IKK）複合体の調節サブユニットをコードしており、NF-κBを活性化することで、炎症、免疫、細胞生存、その他の経路に関与する遺伝子の活性化を引き起こします。この遺伝子の変異は、色素失調症、低汗性外胚葉性異形成症、その他いくつかの免疫不全症を引き起こします。この遺伝子座に非常に類似した偽遺伝子が、X染色体の隣接領域に位置しています。[RefSeq提供、2016年3月]
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;ケモカイン;アポトーシス抑制;ミトコンドリアアポトーシス;アポトーシスの概要;Toll_Like;NOD 様受容体;RIG-I 様受容体;細胞質 DNA 感知経路;T 細胞受容体;B 細胞抗原;アディポサイトカイン;ヘリコバクター ピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達;がんにおける経路;膵臓がん;前立腺がん;慢性骨髄性白血病;急性骨髄性白血病;小細胞肺がん;原発性免疫不全;
	画像データ
	

	IKK-γ（リン酸化Ser31）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	TNF-α 20 ng/ml 5‘で処理した293細胞ライセートのIKK-γ（リン酸化Ser31）抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。
	

	リン酸化IKKγ（S31）ポリクローナル抗体を用いた293細胞のウェスタンブロット解析

